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11月の展望

Report 2022 November○2

Report 2022.11

　日本株は9月の大幅調整後、底入れを示す動き
も目立ってきたが、世界景気の見通しは厳しい。
高インフレの継続で各国の中央銀行による引き締
め姿勢の強化も見込まれる。一方、10月11日に
公表されたIMF世界経済見通しでは、日本の成長
率が+1.6%(2023年)と、主要7ヵ国の中で最も
高い状況となった。また、日本特有のポジティブ
な要素としては、①日銀の超緩和策、②円安によ
るグローバル企業への業績支援、③相対的に株価
バリュエーションが低い、などが挙げられる。
　10月11日より｢水際対策｣がコロナ前の水準ま
で緩和され、連日多くの外国人が日本を訪れてい
る様子が報道されている。国内の旅行需要喚起策
として｢全国旅行支援｣も始まった。インバウン
ド需要や国内旅行需要など、日本独自のテーマ性
が日本株の下支え要因になると考える。本業の好
調さや中長期での事業展開力のほか、好配当利回
りやディフェンシブ性も踏まえ、幅広く分散を効
かせた投資行動をとりたい。 （10/27 田部井）

幅広く分散を効かせた投資行動が賢明に

10月の銘柄・業種別騰落率（9/30→10/25）グローバル企業の円安恩恵や日本独自のテーマ性



銘柄
スクリーニング
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◇2期連続増収＋3期連続営業増益＋3期前比で売上高営業利益率が改善
（選択条件）
・東証プライム市場上場。2期前売上高伸び率が前期比-5％以上、営業利益同+5％以上。1期前が同+3％以上、+5％以上。
今期会社計画が同+3％以上、+5％以上。直近3期の売上高営業利益率改善度のうち、前々期、前期が各-1.0%p以上、直近
予想期はプラスで、少なくとも2期は前期比改善。今期予想PER30倍未満。20年3月安値からその後の高値までの上昇率
250％未満、22年安値から同120％未満。売買代金1.2億円以上、時価総額400億円以上。

3期連続営業増益が予想される銘柄
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　CEATEC2022が2022年10月18日～21
日に、3年ぶりのリアル会場が設けられ、オ
ンラインとのハイブリットで開催された。テ
ーマは｢共創｣であり、事務局側が示した見ど
ころは「デジタル田園都市国家構想｣と｢ウェ
ルビーイング(幸福)｣で、共に国策に沿った
内容。｢デジタル田園都市国家構想｣は地方か
らデジタル実装を進めること、｢ウェルビー
イング｣は一人ひとりが目指す姿としている。
未来社会の目指すべき姿が｢Society5.0｣で
あり、個人が目指すべきは｢ウェルビーイン
グ｣という位置付けである。
　｢Society5.0｣を実現する前段階に｢デジタ
ル田園都市国家構想｣があり、その中で数値
目標を出しているものは(図表1)に示した。

　会場では、体験型と環境配慮の展示が目
立った。｢METAVERSE EXPO JAPAN
2022｣が会場内に設置され、米Metaの
バーチャル会議室｢Meta Horizon Work
rooms｣の体験ができた。展示場では京セ
ラの｢高精細空中ディスプレイ｣とTDK、
NTT、QDレーザの共同開発品のAR(拡張
現実)スマートグラスの人気が高かった。ス
マートグラスは｢利き目｣の網膜にレーザー
を当てることで風景の前に文字や画像が映
し出される(図表2)。

Ⅰ ｢Society5.0｣を実現する前段階の｢デジタル田園都市国家構想」

Ⅱ メタバース、空中ディスプレイ、スマートグラスの体験型が人気

CEATEC2022
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エンジンの出力をタイヤまで伝達する間の
部品装置(航空機など)の軽量化と小型化。
従来の10分の1の軽量・小型化を実現。

超軽量小型高出力超電導
モーター東芝6502

コード 社名 製品 内容

6701

6701

6753

6762

6770

6971

6981

NEC

NEC

シャープ

ＴＤＫ

京セラ

村田製作所

アルプスアルパイン

ローカル5G小型一体型基地局

疑似量子アニーリング

屋内光発電デバイス

予知保全を実現するエッジAI対
応ワイヤレスセンサモジュール

空中表示／入力デバイス

高精細 空中ディスプレイ

エッジAIモジュール

ローカル5G基地局一式を現状の50％以下
の価格設定。報道ベースでのローカル5G
の従来製品の設置価格は、建屋内に基地局
1基、3台の工作機械に接続で約3,000万円
(年間保守費含む)。

屋内で小さな光をエネルギーに変える。電
子値札やPOP、センサ向けに利用予定。

生産現場の機械・設備の異常を察知するモ
ジュール。正常値を記憶、それから逸脱す
る状況が発生するとアラートを出す。

｢必 要 な 時 の み 、 空 中 に 入 力 イ ン タ ー
フェースを出現させて入力操作を実行、実
行後は存在を消す｣技術。

ミラーを使った光学技術により高精細な映像表
示が可能。非接触操作デバイスとして医療や店
舗、美術館など様々な用途展開が期待される。

データをクラウドまで送信せず、エッジ端末
上で処理するSoC(システムオンチップ)を開
発。処理時間短縮、通信コスト削減、情報漏
洩リスクの回避が期待されている。

組合せ最適化問題を解く｢疑似量子アニーリ
ング」をスーパーコンピュター上で疑似的に
再現。外販も始めており、最適化関連事業で
2025年度までに売上高100億円を目指す。

　CEATECは｢Society5.0｣の実現に向けたIT・エレクトロニクス技術の展示会となった。｢共創｣をテー
マにしているがデジタルインフラの共通基盤の紹介ではマイクロソフト｢アジュール｣とアマゾン｢AWS｣
の存在感が目立つ。日系企業は(図表3)のように受賞した企業による展示が中心的存在である。受賞した
各内容は｢Society5.0｣を実現するために必要な電子部品・部材と技術であるが、収益化はこれからであ
る。中長期の視点で受賞した企業の事業展開に注目したい。 (高橋、大部)

Ⅲ 日系企業の中心的存在は電子部品、部材

（出所）CEATECHP・各社HP、各種資料から内藤証券作成　（注）東芝は貸株申込制限

（図表3）CEATEC AWARD2022を受賞した企業
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グロース市場は底堅く戻り歩調に
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11月の
スケジュール
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米国の利上げペース変化と中間選挙の結果に注目


